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Ⅰ　基本事項

既投資事業費 2,643百万円 事業進捗率(%) 70.4%

主要工事計画

（富津地区）－3.0ｍ航路(新設)31,000m2、－2.5ｍ泊地(補修)20,000m2、
－1.5ｍ物揚場(補修)140m、道路(新設)660ｍ
（下洲地区）防波堤(新設)273m、沖防波堤(新設)60ｍ、護岸(新設)196ｍ、突
堤(新設)20ｍ、－1.50ｍ泊地(新設)9,000m2、－1.50ｍ泊地(補修)24,000m2、
船揚場(新設)170ｍ、－1.50ｍ物揚場(新設)86ｍ、道路(新設)645ｍ、用地(新
設)23,300m2

事業費 事業期間3,756百万円 平成14年度～平成34年度

のり類、その他の貝類、すずき
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地区の特徴

富津漁港は房総半島の東京湾中央部に位置する富津岬を中心に、北側の富津
地区と南側の下洲地区との2地区から構成されており、東京湾アクアラインに
加えて、かずさアカデミアパーク等の波及効果が期待される大型プロジェク
トが多い地区である。
当地区はのり養殖および採貝等を中心とする漁業の盛んな地区で、東京湾漁
業の重要な生産拠点となっている。
また、漁港周辺の海岸線では春先から夏にかけて遠浅な砂浜を利用して、観
光産業とタイアップした潮干狩りや、すだて漁が盛んな地区である。
富津漁港の周辺海域は、遠浅な海域であり、のり養殖の盛んな地区となって
いる。のり養殖は漁港全体の陸揚量8,010.3ｔ（H27）のうち7,522.4ｔと約9
割を占めている。
本漁港は、のり養殖を中心に東京湾側において県内の漁港で最大の水揚げを
有する生産拠点として地域の基幹産業として重要な役割をもっている。

漁業経営体数 45 経営体 組合員数 人

主な漁業種類

785 隻

陸揚金額 2,348 8,010.3 トン

事後評価書（期中の評価）

都道府県名 千葉県

事業名 水産物供給基盤整備事業 水産流通基盤整備事業

期中評価実施の理由 ③

２．事業概要

事業目的

富津漁港では、富津地区及び下洲地区ともに沿岸漂砂の影響による航路・泊
地の埋塞が生じており、漁船の出入港時の安全が確保されていない。また、
下洲地区においては、船揚場および用地等の漁港施設が不足しており、漁
船・漁具等を各漁家へ陸上運搬し保管するという非効率的な漁業活動を余儀
なくされている。
このため、安全で快適な漁業地域の形成を目的とし、航路・泊地の浚渫によ
り漁船の出入港時の安全を確保するとともに、船揚場および用地等の漁港施
設を整備することにより、就労環境の改善と漁業活動の効率の向上を図る。

千葉県

百万円

１．地区概要

漁港名（種別） －

陸揚量

富津漁港（第2種） 漁場名

地区名 富津
フッツ

地区 事業主体

関係市町村 富津市

のり類養殖、潜水器、刺し網 主な魚種

登録漁船隻数 785 隻 利用漁船隻数

【整理番号６】



Ⅱ　点検項目

１．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

その他費用対効果分析に係る要因の変化

漁船耐用年数延長効果が下洲地区のみの算定であったが、富津地区も含めた算定とした。
労働環境改善効果は対象となる作業時間の算定とした。

※別紙「費用対効果分析集計表」のと
おり

4,229,870

直前の評価
（H27）

今回の評価
（H29）

1.18 1.03

4,690,586

費用便益比(B/C)

総費用（千円）

総費用の変更の理由

（１）漁業情勢及び漁港施設、漁場施設等の利用状況と将来見通し

計画策定後の漁業集落に関わる社会経済状況、自然状況の当初想定との相違と将来見通し

　属地陸揚金額は、平成22年では3,172百万円であったが、平成27年では2,348百万円
（74%）に減少しており、属地陸揚量は、平成22年では9,928.0㌧であったが、平成27年で
は8,010.3㌧で（89％）に減少していおり、金額の減少割合が大きい（魚価単価の低
下）。
　登録漁船隻数は、平成22年の975隻から、平成27年では785隻（81%）に減少し、利用漁
船も同様である。

漁業形態、流通形態について当初想定との相違と将来見通し

評価年度の違いにより、デフレータの増加による。

便益算定項目について変更がある場合はその項目と変更の理由

1.10船揚場新設による揚船順番待ち時間の削減：計上漏れ
1.11物揚場の整備に伴う船揚場引揚げ時間の削減：計上漏れ

総便益（千円） 4,983,728

　漁業形態は、のり養殖が約9割で、その他採貝、刺し網等を行っており、整備前と変
わっていない。

２．漁業情勢、社会経済情勢の変化

（２）その他社会情勢の変化

富津市の人口は、平成22年の48,109人から平成27年では45,879人（95％）の減少で、漁港地
区人口は平成22年の6,247人から平成27年では5,725人（92％）の減少である。

漁港施設等の利用状況について当初想定との相違と将来見通し

　海上作業従事者数は、平成22年の433人から、平成27年では376人（87%）に減少してい
る。経営体は、平成22年の302経営体から平成27年では256経営体（85％）に、組合員数は
平成22年の398人から平成27年の256人（64％）と減少しており、准組合員の減少が大き
い。

4,839,350

【整理番号６】



Ⅲ　総合評価

本事業は、生産拠点漁港として重要な役割を担っている富津漁港において、生産量の約9割を占
めるのり養殖において、生産・水揚げ・加工・出荷の作業性の向上、操業の安全確保および作業
の労働負荷の軽減を図るため、防波堤・護岸･物揚場・船揚場・用地及び道路を行うものであ
り、進捗率も70％と完成に近づいている。
残る事業についても、地元漁協が事業主体となりのりの共同加工施設の整備を推進する上で必要
不可欠な物揚場、用地、防波堤の整備を行うものであり、地元の要望も強いものである。
また、貨幣化が可能な効果について、費用対効果分析を行ったところ、費用便益比は1.0を超え
ており、経済効果についても確認されている。
以上の結果から、本事業の必要性及び経済性は高いと認められ、事業の継続は妥当であると判断
された。

特になし

５．地元（受益者、地方公共団体等）の意向

６．事業コスト縮減等の可能性

①船揚場施工にあたり仮締切りを計画していたが、一部を物揚場に変更したことにより、こ
の仮説計画を見直すことにより、用地整備を含めて事業コスト縮減を考慮している。

７．代替案の実現可能性

代替案は考えられない

３．事業の進捗状況

平成29年度までに外郭施設、係留施設、水域施設、道路の整備を実施しており、進捗率は
80％の進捗である。今後は、船揚場、物揚場、用地及び防波堤、沖防波堤の残工事の整備を
計画的に実施する予定である。

地元漁協が事業主体となってのりの共同加工施設の整備を実施するものであり、物揚場の整
備によりのりの水揚げ作業を人力から機械式（ポンプにより船から共同加工施設・運搬車両
に圧送する）に移行していく計画があり、残事業である物揚場、用地、防波堤の整備を早期
に完成するよう要望が強い。

４．関連事業の進捗状況

【整理番号６】



１　基本情報

２　評価項目

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

計（総便益額）　　　　　　Ｂ 千円

総費用額（現在価値化）　　Ｃ 千円

費用便益比　　　　　　　　Ｂ／Ｃ

３　事業効果のうち貨幣化が困難な効果

⑩自然環境保全・修復効果

4,839,350

⑭その他

1.03

生活環境の向上

地域産業の活性化

自然保全・文化の継承

⑦漁業外産業への効果

⑧生命・財産保全・防御効果

⑨避難・救助・災害対策効果

4,690,586

非常時・緊急時の対処

・漁業従事者の高齢化が進む中、就労環境の向上を図り、高齢者でも安心して就労ができる環
境が整う。
・これにより、後継者や新規参入者の確保に寄与する。

4,781,031

便
益
の
評
価
項
目
及
び
便
益
額

①水産物生産コストの削減効果

②漁獲機会の増大効果

③漁獲可能資源の維持・培養効果

費用対効果分析集計表

都道府県名

事業名

地区名 富津漁港千葉県

水産流通基盤整備事業 漁港施設：50年施設の耐用年数

漁業就労環境の向上 ⑤漁業就労環境の労働環境改善効果

⑥生活環境の改善効果

58,319

その他

⑪景観改善効果

⑫地域文化保全・継承効果

⑬漁港利用者の利便性向上効果

評価項目

水産物の生産性向上

便益額（現在価値化)

④漁獲物付加価値化の効果

【整理番号６】



水産流通基盤整備事業 富津地区（富津） 事業概要図【整理番号６】

事業主体：千葉県
主要工事計画：-3.0m航路浚渫31,000m2（新設・完了）

-2.5m泊地浚渫20,000m2（補修・完了）
-1.5m物揚場補修140m（補修・完了）
道路660m（新設・完了）

事業費：3,756百万円
事業期間：平成14年度～平成29年度(平成34年度)

-3.0m航路浚渫（新設・完了）

-2.5m泊地浚渫（補修・完了）

-1.5m物揚場補修（補修・完了）

道路（新設・完了）



水産流通基盤整備事業 富津地区（下洲） 事業概要図【整理番号６】

事業主体：千葉県
主要工事計画：防波堤273m（新設・施工中)

沖防波堤60m（新設・未施工）
護岸196m（新設・完了）
突堤20m（新設・完了）
-1.5m泊地浚渫33,000m2（補修・完了）
-1.5m泊地浚渫9,000m2(新設・完了）
船揚場170m（新設・未施工）
-1.5m物揚場86m（新設・未施工）
道路645m（新設・完了）
用地23,300m2（新設・施工中）

事業費：3,756百万円
事業期間：平成14年度～平成29年度(平成34年度)

沖防波堤（新設・未施工）

防波堤（新設・施工中）

道路（新設・完了）

突堤（新設・完了）

野積場、加工施設用地
造成（新設・施工中）

-1.5m泊地浚渫（新設・完了）

-1.5m泊地浚渫（補修・完了）

-1.5m物揚場（新設・未施工）

船揚場（新設・未施工）

道路（新設・未施工）

護岸（新設・完了）



１．事業概要

（１） ：

（２） ：

（３） ：

（４） ：

２．総費用便益比の算定

（１）総費用総便益比の総括

（千円）

（千円）

（２）総費用の総括

36,516

総費用（消費税込）

富津地区  水産流通基盤整備事業の効用に関する説明資料

数値

平成14年度～平成34年度

主 要 工 事 計 画

事 業 費

事 業 目 的

工 期

護岸（下洲） L=  196ｍ

沖防波堤（下洲）

区分 算定式

施設名

4,690,586①

②

（富津地区）－3.0ｍ航路(新設)31,000ｍ2、－2.5ｍ泊地(補修)

20,000ｍ2、－1.5ｍ物揚場(補修)140ｍ、道路(新設)660ｍ
（下洲地区）防波堤(新設)273ｍ、沖防波堤(新設)60ｍ、護岸(新設)

196ｍ、突堤(新設)20ｍ、－1.50ｍ泊地(新設)9,000ｍ2、－1.50ｍ泊

地(補修)24,000ｍ2、船揚場(新設)170ｍ、－1.50ｍ物揚場(新設)

86ｍ、道路(新設)645ｍ、用地(新設)23,300ｍ2

富津漁港では、富津地区および下洲地区とも沿岸漂砂の影響により、
航路・泊地において埋塞が生じており漁船の出入港時の安全が確保さ
れていない。また、下洲地区においては。船揚場および用地等の漁港
施設が不足しており、漁船・漁具等を各漁家へ陸上運搬し保管すると
いう非効率的な漁業活動を余儀なくされている。
このため、安全で快適な漁業地域の形成を目的とし、航路・泊地の浚
渫により漁船の出入港時の安全を確保するとともに、船揚場および用
地等の漁港施設を整備することにより、就労環境の改善と漁業活動の
効率の向上を図る。

3,756百万円

事業費（千円）

総費用（現在価値化）

整備規模

総便益額（現在価値化） 4,839,350

1.03②÷①総費用総便益比

「水産基盤整備事業費用対効果分析ガイドライン」（平成29年4月改訂　水産庁）及び同「参考資料」
（平成29年5月改訂　水産庁）等に基づき算定。

1,497,435

106,275

L=  273ｍ

L=  86ｍ

L=  60ｍ

369,219

道路(富津） L=  660ｍ 47,648

計 3,756,085

A= 23,300㎡

－3.0ｍ航路（富津） A= 31,000㎡

－1.5ｍ泊地（下洲）

A= 20,000㎡

－1.5ｍ泊地（補修）（下洲） A= 24,000㎡

物揚場(下洲）

48,912

－2.5ｍ泊地（補修）（富津）

A= 9,000㎡

16,199

1,045,720

4,690,586現在価値化後の総費用（税抜）

59,060

85,841

防波堤（下洲）

突堤（下洲） L=  20ｍ 27,065

用地（下洲）

250,000

4,006,085

船揚場(下洲） L=  170ｍ 329,229

－1.5ｍ物揚場（補修）(富津） L=  140ｍ 29,153

57,813

L=  645ｍ道路(下洲）

維持管理費等

内、消費税額 230,991

総費用（消費税抜き） 3,775,094

【整理番号６】



（３）年間標準便益

（４）費用及び便益の現在価値算定表

-15 14
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0 29

1 30

2 31

3 32

4 33

5 34

6 35

7 36

44 73

45 74

46 75

47 76

48 77

49 78

50 79

51 80

52 81

53 82

54 83

55 84

漁業就業者の労働環境改善効果 3,303

水産物生産コストの削減効果 251,993

計

評
価
期
間

年
度

割引率
デフ
レータ

費用（千円） 便益（千円）税抜

年間標準便益額
（千円）

水域施設整備による漁船耐用年数の延
長、水域、係留施設整備による作業時間
の短縮等

　　　　　　　　　区分
効果項目

255,296

船揚げ場整備による労働環境の改善

効果の要因

① ②

1.801 1.164

④①×②×③

水産物
生産コ
スト削
減効果

労働環
境改善
効果

- - -
計

現在価値
(維持管理
費含む)

事業費
(維持
管理費
含む)

事業費
(税抜)

③

6,049

1.665 1.190 2,210

1.732 1.188

199,654

313,542

298,901

100,000

160,000

158,400

95,238

152,381

150,857

1.480 1.176 6,049

6,049

6,049

1.539 1.165 6,049

1.601 1.189 6,049355,118

341,439

243,037

195,880

199,958

146,620

186,552

190,436

139,638

1.369 1.101 6,049 8,281

16,125

6,0491.423 1.174 6,049

6,049

157,499

122,016

98,991

85,000

94,277

80,952

1.265 1.098 12,253 15,500

14,912

1.316 1.059 12,253 12,253

12,253

144,660

187,746

108,990

141,927

103,800

135,169

1.170 1.064 29,463 34,472

33,146

1.217 1.060 12,253 12,253

29,463

161,899

209,354

208,853

260,621

169,994

219,822

1.082 1.000 29,463 31,879

30,642

1.125 1.017 29,463 29,463

29,463

208,945

231,456

239,059

250,435

225,661

249,972

1.000 1.000 29,463 29,463

28,343

1.040 1.000 29,463 29,463

29,463143,889155,400 143,889

209,259 217,629226,000

0.925 1.000 29,463 27,253

26,193

29,4630.962 1.000 29,463198,368

190,739

206,204

206,204

222,700

222,700

0.855 1.000 29,463 25,191

24,219

0.889 1.000 29,463183,315

176,304

206,204

206,204

222,700

222,700

0.790 1.000 251,993 3,303 201,684

194,025

0.822 1.000 29,463169,477

3,950

206,176

5,000

222,670

5,000

0.760 1.000 251,993 3,3033,8005,0005,000

0.178 1.000 239,740 3,303 43,262

41,560

243,0438905,0005,000

0.165 1.000 222,530 3,303 37,262

35,682

0.171 1.000 239,740 3,303 243,043

225,833

855

825

5,000

5,000

5,000

5,000

0.152 1.000 222,530 3,303 34,327

32,972

0.158 1.000 222,530 3,303 225,833

225,833

790

760

5,000

5,000

5,000

5,000

0.141 1.000 222,530 3,303 31,842

30,487

0.146 1.000 222,530 3,303 225,833

225,833

730

705

5,000

5,000

5,000

5,000

0.130 1.000 222,530 3,303 29,358

28,229

225,8330.135 1.000 222,530 3,303

225,833

675

650

5,000

5,000

5,000

5,000

27,100

26,197

0.125 1.000 222,530 3,303 225,833

225,833

625

600

5,000

5,000

5,000

5,0000.120 1.000 222,530 3,303

2,210

計 4,839,350

0.116 1.000 222,530 3,303 225,833

計

580

4,690,586

5,000

3,775,094

5,000

4,006,085

現在
価値
(千円)

①×④

3,680

9,684

9,309

8,953

8,608

29,463

29,463

29,463

29,463

255,296

255,296

【整理番号６】



３．効果額の算定方法

（１）水産物生産コストの削減効果

①水域施設（-3.0ｍ航路、-2.5ｍ泊地）の整備に伴う漁船修理費用・時間の削減

航路、泊地浚渫による3ｔ以上船のスクリュー等修理、修理中7日間出漁不可の解消

（富津地区）

①

②

④

⑤

⑥

⑦

②水域施設（-1.5ｍ泊地）の整備に伴う入出港時の潮待ち時間の削減

泊地浚渫による潮待ち時間の削減

（下洲地区）

①

②

③

④

⑤

⑥

③－1.5ｍ物揚場（補修）整備に伴う作業時間の短縮

物揚場（補修）整備による作業時間の短縮

（富津地区）

①

②

③

④

⑤

⑥

労働単価（円/時間）

7.00

対象漁船（隻） 63

乗船員数（人） 126

区分

17,210 ③＋⑧

漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(下洲漁協　実施日：H29.9.29、場
所：富津市下洲漁業協同組合、対象者：参
事、新富津漁協　実施日：H29.9.29、場所：
新富津漁業協同組合、対象者：参事、実施
者：南部漁港事務所、調査委託受託者、実施
方法等：事前ヒアリング用紙送付後直接面談
にて詳細確認、以下、「漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確
認)(下洲)」と記載する)

1日当り就労時間（時間）

年間便益額（千円/年）

漁業経営調査報告(H23～27水産庁)3t未満漁船1,231

②×③×（④－⑤）×⑥

0.00 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)整備後潮待ち時間（時間）

労働単価（円/時間）

60

漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(実施日：H29.9.29、場所：富津漁
業協同組合、対象者：総務課長、実施者：南
部漁港事務所、調査委託受託者、実施方法
等：事前ヒアリング用紙送付後直接面談にて
詳細確認、以下、「漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富
津)」と記載する)

区分

備考

年間便益額（千円/年） ③

漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

1,231 漁業経営調査報告(H23～27水産庁)3t未満漁船

区分 備考

整備前潮待ち時間（時間） 4.00 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

年間便益額（千円/年） 6,204

0.25 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

労働単価（円/時間）

7,800 ①×②

乗船員数（人） 156 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

備考

対象漁船（隻）

整備前準備・陸揚げ時間（時間） 0.50 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

整備後準備・陸揚げ時間（時間）

漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

合計年間便益額（千円/年） ⑨

年間便益額（千円/年） 2,210 ①×②×③×（④－⑤）×⑥

年間修理費用（千円） 130 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

9,410 ④×⑤×⑥×⑦⑧

1,754 漁業経営調査報告(H27、水産庁)5階層平均

出漁日数（日）潜水器 90 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

対象漁船（隻） 14 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

乗船員数（人/隻） 4 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

大潮回数（回） 10 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

休漁日数（日） 7

【整理番号６】



④船揚場整備に伴う漁船入替え作業の削減

船揚場防整備による漁船の入れ替え作業の削減

（下洲地区）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑤船揚場整備に伴う移動時間・経費の削減

船揚場整備による休漁期に自宅等へ漁船を移動する作業の削減

（下洲地区）

①

②

③

④

⑤

⑦

⑥-1用地整備による漁具等運搬時間の削減

用地整備によるのり作業準備のため自宅から漁具を運搬する作業の削減

（下洲地区）

①

②

③

④

⑤

⑥

年間便益額（千円/年） 1,772 ①×②×③×④×⑤×⑥

2 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

作業回数（回） 2

合計年間便益額（千円/年） ⑨ 7,741 ⑥＋⑧

①×②×③×④×⑤

漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

整備前作業時間（時間） 0.50 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

694

労働単価（円/時間） 1,231 漁業経営調査報告(H23～27水産庁)3t未満漁船

移動回数（回/年）

準備日数（日） 30 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

運搬回数（回）往復

運搬時間（時間）

整備後作業時間（時間） 0.25 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

年間便益額（千円/年）

漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

作業員数（人/隻）

24 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)166-142=24体

年間便益額（千円/年） ⑧ 5,880

2 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

労働単価（円/時間） 1,231 漁業経営調査報告(H23～27水産庁)3t未満漁船

区分 備考

年間修理費用（千円） 70 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

区分 備考

備考

対象漁船（隻）

対象漁船（隻） 84 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)165-81=84隻

①×②×③×④×（⑤-⑥）×⑦

作業日数（日） 4

141

2 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

陸上移動時間（時間） 3.00 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

作業人数（人） 3 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

年間便益額（千円/年） ⑥ 1,861

0.50 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

労働単価（円/時間） 1,231 漁業経営調査報告(H23～27水産庁)3t未満漁船

対象経営体数（体）

区分

①×⑦

作業員数（人/隻） 2 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

【整理番号６】



⑥-2用地整備による漁具積み込み・水揚げ作業時間の削減

用地整備による積込み降し作業準備の時間の短縮

（下洲地区）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦-1道路の整備に伴う作業性向上（時間短縮）

道路整備による準備作業時の移動・作業時間の短縮効果

（富津地区）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑯

⑰

⑱

⑲

21

22

23

24

3 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

作業員数（人/隻）

区分 備考

作業日数（日） 160 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

整備前作業時間（時間） 0.50 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

0.25

漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

整備前作業時間（時間） 0.50 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

労働単価（円/時間） 1,231 漁業経営調査報告(H23～27水産庁)3t未満漁船

32 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

漁船隻数（隻） 166 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

作業員数（人/隻） 2

整備後作業時間（時間）

12 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

年間便益額（千円/年） ⑦ 1,280 ①×③×（④－⑤）×⑥

労働単価（円/時間） 1,231 漁業経営調査報告(H23～27水産庁)3t未満漁船

○まき網

出漁日数（日）

年間便益額（千円/年） 16,348 ①×②×③×（④－⑤）×⑥

整備後作業時間（時間） 0.25

区分 備考

出漁日数（日） 130 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

○底びき網

運搬短縮時間（時間） 0.25 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

時間価値単原単位（円/分・台） 47.91
水産基盤整備事業の費用対効果分析のガイドライン参考
資料(H29.5、水産庁）

年間便益額（千円/年） ⑳ 1,682

漁船隻数（隻） 18 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

150 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

漁船隻数（隻）

整備後作業時間（時間） 0.25

労働単価（円/時間） 1,231 漁業経営調査報告(H23～27水産庁)3t未満漁船

年間便益額（千円/年） ⑭ 554 ⑧×⑩×（⑪－⑫）×⑬

小計年間便益額（千円/年） ⑮ 1,834 ⑦＋⑭

整備前作業時間（時間） 0.50 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

作業員数（人/隻）

○底びき網・走行時間費用

出漁日数（日） 130 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

トラック台数（台） 18 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

○まき網

出漁日数（日） 150 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

トラック台数（台） 3 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

⑯×⑰×⑱×⑲

運搬短縮時間（時間） 0.25 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

時間価値単原単位（円/分・台） 47.91 水産基盤整備事業の費用対効果分析のガイドライン参考
資料(H29.5、水産庁）

年間便益額（千円/年） 25 323 21×22×23×24

小計年間便益額（千円/年） 26 2,005 ⑳＋25

合計年間便益額（千円/年） 27 3,839 ⑮＋26

漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(富津)

【整理番号６】



⑦-2道路の整備に伴う作業性向上（時間短縮）

道路整備による準備作業時の移動・作業時間の短縮効果

（下洲地区）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑧船揚場整備他に伴う漁船耐用年数の延長効果

物揚場改良による漁船耐用年数の延長

（富津地区・下洲地区）

①

④

⑨物揚場の整備に伴う作業性向上（時間短縮）

物揚場整備に伴うのり積み換え削減による作業時間の短縮

（下洲地区）

①

②

③

④

⑤

⑥労働単価（円/時間） 1,231 漁業経営調査報告(H23～27水産庁)3t未満漁船

漁港施設整備後の漁船の耐用年数
（年）

③

7
減価償却資産の耐用年数に関する省令(財
務省)

漁港施設整備前の漁船の耐用年数
（年）

②

2,992漁船建造費(千円/t)

年間便益額（千円/年）

10.17

区分 備考

対象漁船総トン数

水産基盤整備事業の費用対効果分析のガイ
ドライン参考資料(H29.5、水産庁）

①×③×（④－⑤）×⑥

○その他

出漁日数（日） 90 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

漁船隻数（隻）

1,203.3

区分 備考

6 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

7,226 ⑦＋⑭

H27年港勢調査

水産基盤整備事業の費用対効果分析のガイ
ドライン参考資料(H29.5、水産庁）

160,315 （１／②－１／③）×④×①

作業員数（人） 198 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

整備前作業時間（時間）

作業員数（人/隻） 12 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

○のり網

出漁日数（日） 160 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

漁船隻数（隻） 70 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

作業員数（人/隻） 140 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

整備前作業時間（時間） 0.50 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

整備後作業時間（時間） 0.25

⑦ 6,894

①×③×（④－⑤）×⑥年間便益額（千円/年）

0.50 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

整備後作業時間（時間）

漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

漁船隻数（隻） 66 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

労働単価（円/時間） 1,231 漁業経営調査報告(H23～27水産庁)3t未満漁船

年間便益額（千円/年）

0.25

労働単価（円/時間） 1,231 漁業経営調査報告(H23～27水産庁)3t未満漁船

年間便益額（千円/年） ⑭ 332 ⑧×⑩×（⑪－⑫）×⑬

合計年間便益額（千円/年） ⑮

区分 備考

作業日数（日） 120

14,624

1.00 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

整備後作業時間（時間） 0.50

整備前作業時間（時間）

漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

【整理番号６】



⑩船揚場の整備に伴う揚船待ち時間の短縮

物揚場整備に伴うのり積み換え削減による作業時間の短縮

（下洲地区）

①

②

③

④

⑤

⑪物揚場の整備に伴う船揚引揚げ時間の削減

物揚場整備に伴うのり積み換え削減による作業時間の短縮

（下洲地区）

①

②

③

④

⑤

（２）漁業就業者の労働環境改善効果

①船揚場整備に伴う漁業就業者の労働環境改善

（下洲地区）

①

②

④

⑤

年間便益額（千円/年） 3,303 （①－②）×④×⑤

船揚場、物揚場、用地等整備に伴う漁船、漁具等の積卸し、漁獲物の水揚げ積換え作
業の労働付加、作業中の危険性の解消

区分 備考

整備前の作業状況の基準値 1.154 作業ランクB

整備後の作業状況の基準値 1.000 作業ランクC

労働単価(円/時間) 1,231 漁業経営調査報告(H23～27水産庁)3t未満漁船

対象作業時間(時間) 17,424.00 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

労働単価（円/時間） 1,231 漁業経営調査報告(H23～27水産庁)3t未満漁船

年間便益額（千円/年） 5,936 ①×②×③×④×⑤

作業日数（日） 190

削減待ち時間（時間） 0.09 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

漁船隻数（隻） 141 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

作業員数（人） 2 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

区分 備考

年間便益額（千円/年） 7,873 ①×②×③×④×⑤

作業員数（人） 198 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

削減待ち時間（時間） 0.17 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

労働単価（円/時間） 1,231 漁業経営調査報告(H23～27水産庁)3t未満漁船

区分 備考

作業日数（日） 190 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

漁船隻数（隻） 66 漁協ﾋｱﾘﾝｸﾞ(H29確認)(下洲)

項目 対象作業 対象人数 対象時間 便益算定時間 備　　　考
隻数 乗員数 回数

1.3 漁具等積卸 14 隻× 4 人＝ 56 人 時間× 1 回× 90 日＝ 時間 時間 富津：足場の悪い物揚場：漁具等の積卸作業
1.4 141 隻× 2 人＝ 282 人 時間× 2 回× 4 日＝ 時間 時間 下洲：船揚場：漁船の入れ替え時の上下架作業
1.6-2 漁具運搬 166 隻× 2 人＝ 332 人 時間× 2 回× 30 日＝ 時間 時間 下洲：用地：漁具積込運搬作業
1.9 積み替え 66 隻× 3 人＝ 198 人 時間× 1 回× 120 日＝ 時間 時間 下洲：物揚場：漁獲物の積換え陸揚げ作業
1.11 揚船から係留 66 隻× 3 人＝ 198 人 時間× 1 回× 190 日＝ 時間 時間 下洲：船揚場に揚船から物揚場に係留
合計 812 人 時間

15.00 4,980
上下架作業等

0.50 60.00 11,880

17,424

2.00
0.25
0.25 564
0.25 22.50 1,260

0.08 15.20 3,010

日数
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